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統合化推進プログラム（DICP）

⚫ 2011年に第１期が開始

• 過去３期で計31課題を支援

⚫ 2022年から第４期が開始

• 「つなぐ」から「使う」へ

• 広範なユーザーの知識発見の支援

• 国際的プレゼンス

• 新しい動向への対応

• 2023年から育成型も開始



DICPがサポート中のDB #1



DICPがサポート中のDB #2



DICPがサポート中のDB #3

2024年度応募課題の特徴
提案の60%が生成AI・LLMを何らかの形でDB構築に活用



統合化推進プログラム (DICP)

⚫ 2011年に第１期が開始（トーゴーの日シンポジウムも）

• 過去３期で計31課題を支援

⚫ 2022年から第４期が開始

• 「つなぐ」から「使う」へ

• 広範なユーザーの知識発見の支援

• 国際的プレゼンス

• 新しい動向への対応 ☞ 新しいタイプのデータ ＋ AI活用

• 2023年から育成型も開始



バイオデータサイエンス時代のDB構築

• DBはバイオサイエンスに必須の基盤

AIの力を発揮させるには良質のDBが重要

• DB構築者はバイオサイエンスのエッセンシャルワーカー

DB構築者にとってのAI = assistant intelligent

• DB構築の自動化？（Automated Research Workflow?）

AIがバイオサイエンスのエッセンシャルワーカー？

• AIによるDB設計？

AIの方が新規性の高い研究を提案可能？
https://arxiv.org/abs/2409.04109

https://doi.org/10.1038/d41586-024-03070-5



バイオデータサイエンス時代のDB利用

• クロスボーダーを目指すDB利用者の戸惑い

統合検索の困難

膨大な検索結果

• 求められるものは統合検索の代行と結果の要約解釈？

DB利用者にとってのAI = agent intelligent

• DBの利用者はヒトとAI？

Find, Access, Interoperate, Reuseの主語は誰？
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統合化推進プログラム (DICP)

⚫ 2011年に第１期が開始

• 過去３期で計31課題を支援

⚫ 2022年から第４期が開始

• 「つなぐ」から「使う」へ

• 広範なユーザーの知識発見の支援

• 国際的プレゼンス

• 新しい動向への対応

• 2023年から育成型も開始

☞ 育成型３課題のトーク ＋ ポスター ＋ リーフレット
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